
一40一

知床半島

佐藤博之･山口昇一

知床半島はどうやら日本最後の秘境になったようであ

る.そして秘境なるが赦に逆にその開発ブｰムもす

さまじい.昭和41年に北海道教育委員会は知床半.島の

文化財調査を行なった.その時に植物班の田川隆･

華園康次の両氏は知床五湖について

知木五湖の維物にも貴重なものがあるがこれを全面的に立入

禁止にするのもちゅうちょされるので一般観光は第一湖第

二ニ湖にとどめこれより奥への立ち入りは禁止して現在の楠坐

の保存維持を図1〕たい.

安易に俗化する恐れあるものと考えられるので慎重に考慮す

る必要がある.

しかし今では自動車道路もさらに奥地へと延びつつあ

リ夏にたると周遊券を持ちながら半島一周の遊覧船

にのリはぐれる者もいるというI知床は今後どのよう

に変化して行くのであろうかそのたかで知床の自然を

どう保存しなければなら放いか.雄大な秘境に接した

後にこのことを考えていただきたいと念じだから筆をと

ったわけである.

知床国立公園は昭和39年6月1周に指定された比較

的新しい国立公園である.それは北海道の東北端で

幅が約25km長さ約65kn1の知床半島ほぼ全域を含み

脊梁を境にしてオホｰツク海側が斜里町根室淘庚側が

羅臼町に属して面積は48,792haと算えられる.周

囲は断崖にとりかこまれ冬になると流氷が押し寄せて

すべてを閉ざしてしまう世界である.それが雪融けと

共に人間くさくたる.

と勧告した.しかしそれからものの4年とたたない

うちに知床五湖の遊歩道が出来上リ売店が開かれた.

同じ時に石川俊夫教授は以下のように勧告した.

自然美の熱心な愛好者や学術的探究者のために登山路遊歩

道の設けられることは望ましいが北地域内に現在よリ以.ヒに

自動車道路を延長拡大増設することは次第に自然を損傷し

知床の入口斜里から字登呂まで

多くの入は知床へ入るために網走から汽車で来て斜里

でおりる.あるいは途中の原生花園の景観を楽しむ人

も多い.原生花園にハマナスが咲き乱れるのは7月頃

だといわれている.裁閏久吉氏によるとハマナスはハ

マナシが東北弁でたまったものラウスも同じとのこと

である.その原生花園も下車し
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た斜里あ市街も砂丘の上にある.

砂丘はこのあたりの海偉約近Okm

にわたりその内側には藻琴沼

トｰフツ昭次どの湖沼をかかえ

幅は平均約500孤高さは最大30

mにも達している.地形図をみ

るとこの砂丘は斜里市街から東で

大きく2列にたっている.斜里

市街も実は砂丘と砂丘の間にある

街であり鉄道の南側にも神社や

高校の所に内側の砂丘がある.

この2列の砂丘はテフ回クロノロ

ジｰによって明確に分けることが

出来ることに興味がある.内側

の砂丘には表面から0～5mの所に

層厚5cmの降下軽石層がある､

軽石の粒径は2m㎜程度であり

その性質から摩周湖の南津にある

カムイヌプリから噴出したM1a-b｡

層であると判定される.軽石層

第1図知床半島位置図�
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の下にはわずかに腐植層も認められる.一方外側の

砂丘の上にはMa-b｡層はみられたいで白色できわめて

細粒の薄い火山次層がユ燭もしくは2層みられる.こ

れは雌阿寒岳に出来する火山灰とかあるいは旭岳に山

来するものとかいわれている.そして火山灰の年代は

泥炭層の堆積などからMa-b｡層は約50(〕年前向い火山

灰は約200年と推定されておりこれを砂丘にあてはめ

ると内側の砂丘は500年以前に形成され外側の砂丘

は500年から200年以前に形成されたことに次る.

斜里市街から西へ約6km行くと朱円という部落があ

り朱円栗沢台地環状土離がある.環状土離とは環状

にめぐらされた人工の土堤であリ石離(ストンサｰ

クル)の変形である.朱円の環状土離は直径が約30In

のが2つありいずれも中に小形の石離があってそれ

ぞれが墳墓である.小形石離は円形楕円形長方

形などがあって鍛大は長径6.91nに達する.その111･

にはひとつづつの墓があり深さは工.2m程度広さは

長径で0.8～3.3m短径0.6～().81皿でひとつの墓に1

体づつ葬ったとみられるが大形のものには3体以上の

合葬もみられる.朱円の名が重要なのはそれまで何

の賞的でチ牛られたか定説のなかったわが国各地のストン

サｰクルも大陸のストンサｰクル同様に墳墓であるこ

とカミ初串て確認された点にある.一般に土葬であるが

火葬後の骨を埋葬したのが五例あったという.副葬品

の種類も豊富で築沢式と称されている縄文土器(古式

の亀閥系統に属する)土製鈴石棒磨製石斧石鍬

玉類(ヒスで骨石蛇紋岩石英恋ど)漆器残片な

ど多種多様である.アツシ様の織物が焼けて炭化した

小片が火葬人骨に付着して残っていたがこれは着衣の

一部と認められている.縄文1時代の着衣や漆耕が北海

遣で発見されたのはこれが最初であリ貴重な資料であ

る.面白いのは副葬柵の量に多少があリなかには皆

無のものもあって貧當の差が示されていることである.

このストンサ.一クルのある台地は平野から数mの比高

であるが上に厚い火山灰をのせた古い段丘であリ沖

積層によってほとんど埋め立てられて上部の火山灰の

部分だけが頭を出している台地である.

道路がやがて海捧に出ると約3kmにわたリ山側が崖

になって礫岩砂岩泥岩が連続する.これは幾胤層

と和布泊層で鮮新世の地層である.

まもなく海津がひらけてくるとそのあたりは硬質頁岩

の分布するところである.この地層は越川層と呼ばれ

北海道の代表的な地層のひとつである.オンネベッ川

には林薬用の立派な自動車道路があるのでそれを少し

入ると大きな露頭が連続している.硬質頁岩とはいっ

ても実際には泥岩とシルト塔の互層でありただ特有の

畳を積み重ねたようた状態がよくみられ粗粒玄武岩が

貫入しているのも観察団来る｡

粗粒玄武岩のみごとな露出はオジンコシンの滝にみ

られる･6角形の柱状節理が発達しそれと直交する

流理構造がよく示されている.粗粒玄武岩は風化する

と玉ねぎ状を呈し新鮮な部分は少なく多くは多少変

質して輝石は緑泥石に変わっている.

知床の火山羅臼岳と硫重山

芋登呂の街に入るとすぐ目の前に海抜1,660mの羅臼

岳が迫って来る.頂上はドｰム状をだし9月も『l1過

第2図硬質賞措猶を一)らぬく総粒玄武堵

灘3園オジンコシン海搾の粗粒玄武繕�
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第4図狗1凍仙.島び)地質略
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きになると時には雪が白く擢い6月末でも近くに残雪

がみられる.矢11床の1,6(〕(〕mは本州¢)3,(〕(X〕mにも匹敵

するとよくいわれている.しかし字登呂からみた羅臼

岳は反対の羅臼からでも同じだがいかにも登りたいと

いう山である･硫黄山は協和ユ1年に2(〕万トンの自然

硫鼓を噴出して一1上界的に注目された活火11.1であるが一

般の登山ルｰトはたい.そのほかに先端の知床岳は

ユ,254mで直径約1km北に1期いた火1.1を持･｡ているが

詳しい地質はまだ公表されていない.ただ海津では知

床岳の熔拾が海抜約100mの段丘礫層を覆っているのが

認められ更新世の火山であることは疑い次い.

羅臼岳と硫黄山は最近北海道立地.下資源調査所の酒

匂純俊氏によって調査された.
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二今ではバスが適リ｢地の涯ホテル｣がデンと建ってい

_.二る.旅館の手前約1.5kmの所には先ほど述べた熔結

凝灰岩が露出する.灰色の火11恢がわずかに熔結した

という程度である.

第6風チャチャマブリ沸批1,822mGon舳K∩T(1958)

知床半島は大正時代の鉱物調査のころから半島の■11

央部には中新世の緑色凝灰岩が露われてその両側にさ

らに新しい硬質頁岩とか泥岩シルト砦が対照的に傾斜し

て新しい火山は中央部の緑色凝灰岩の部分に噴出してい

るという火山の配列と地質構造がきわめてよく調和し

ている例として知られて来た.羅臼岳の熔岩流は海岸

にまで流れて200mに近い絶壁をf乍っているが中腹の

海抜約800mあたりまで緑色凝灰岩砂岩頁岩プロ

ピライトなどがみられる.これらは中新世中期の地層

の羅印11層やイワウベツ川層とそれらを貫ぬいて噴出し

たプ貝ピライトである.結局羅臼岳は火山として高さ

は約850mでありオホｰツク海側の方によリ多くの熔

岩を流した.このように輝石安山岩の熔岩と砕屑物に

よる成層火山が出来裾野には現在知床五湖のあるあた

りに熔岩台地が形成した後に輝石安1L1岩質の火1｣1砕屑

流が噴出しその一部は岩尾別川の所で熔結してはいる

が山体の破壊はさほどのことではなかったようである.

最後に山頂に小規模の輝石安山岩のドｰムが出来るとい

った火山としては単調な形成史を有し側火山荘どは

ない.

羅臼岳に登るには岩

屋別温泉(]名地の涯

温泉)からと羅臼か

ら登るのと両方ある.

この両方からの道は羅

臼山頂の;1ヒ束の海抜約

1,300mにある羅臼平

で合一しそこからll.l

1頁へ350mを一気に登

ることになる.しか

しこの道路は5万分1

刎也形図には出ていな

い.措尾州混泉から

のルｰトを説明しよう.

数年前までは山間に温

泉が湧き出て野天風

呂の設備がわずかにあ

るだけだったここも

海抜約300mの岩尾別温泉から約800mの極楽平までは

新第三紀層が分布する巾を急坂つづきである.途中オ

ホｰツクの展望がみごとであリ免1床五湖が1眼下にみえ

たりする.極楽平の手前温泉から約11時間半の所に

あ6弥三吉水の名は知床の山をこよなく愛した木下弥

三吉にちたんだものである.そして天人坂の急坂を登

って極楽平につく.羅臼火].1の噴出物が分布するのは

ここからである.ここまでが2時間余り､極楽平も

やがて過ぎ再び急坂を登る.これはlj磯の羅臼平まで

空沢を真直に約1時間の苦斗である.羅臼平に着くと

北東は硫黄山にまで稜線がつづき東は国後島が目の前･

に横たわっている.特有な形をした海抜1,822mのチ

ャチャヌブリもみえる.千島の火山は終戦後ほとんど

カミ改名されたがこの山だけは名前が残っている.木

下弥三吉の記念碑もここに建っている.ここから山頂

まで350mは直登で約1時間頂上にはドｰムの割れ目

が走っている.オホｰツク海と千島を左右に半島の先

端と遠音別岳から斜里岳とを前後にみる眺めは絶景であ

る.羅臼平からは根室海峡側の羅臼へ下る道があリ

また北東の尾根続きに硫黄山まではい松の中をたどる踏

み跡がある.硫黄1⊥1までこの道を11kn3約ぢ時間で行

けるというが十分の準備在しで向かうのは危険である出

現在宇登呂から羅臼にかけての自動車道路が工事申であ

第?麟羅湾箔め{潤洋一ム

(南側剛削歎遺鶴から)�
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る.それは羅臼岳の南をほぼ5万分の1地形図の道

路に沿って開通するものでその峠近くから比高約900

mの山頂を望むと今にも手がとどきそうな感じがする｡

将来は南側のルｰトもにぎやかになるだろう.

硫黄山一正式には知床硫黄山一は羅臼岳にくらべてよ

り複雑た火1⊥1である.基底直径は約10kmlI1体の高

さ約1,000m最高は海抜1,563mに及び頂部には直

径1km以上の北岳火口と南岳火口が北方と西北方に開

いている.北岳火口の西縁には中岳一こ外が最高峰一

があり南岳火口の底にはナマコ山ドｰムがある.1か

岳の頂部には小さな爆裂火口がありその中には多くの

噴気孔がある.硫黄山をもっとも有名にしたのは北西

の中腹カムイワッカ川の上流にある側火口から熔融自

然硫黄の噴出が目撃されたことである.すでに明治22

｡年には数万トンの硫黄がカムイワッカ川に流れ入り採

取された.それから47年後の昭和11年2月26目にいた

って漁師によって爆発力主報告されたが結氷の時期であ

るために近寄ることが出来なく5月4目.になってはじ

めて現地が調査され硫黄の大噴出が確認された.硫黄

の噴出は3～6目の周期でくり返され次のようだ経過

をたどった.

1)熔融硫黄の噴出

2)熱湯と蒸気の噴出

3)熱湯と蒸気の間けつ約噴出

4)休止

第響鰯紬

flllll〕l111ilH〕〔H一〔'

過熱水蒸鼠(及び仇∫3q2客〕

踊8図11｣腹爆裂火口地下構造惣燥図(熔融硫釦酬帥/)

An:含概廃石複輝石安川措A厘g:集塊瑞g'安{措礫(歳を付し

た部分は硫気によ1欄が鉱糾た剖1分)1､廠烈火則閉鮒/!

皿｡地下水遠路皿.空洞(S｡熔融硫黄甲y

〔渡辺.一〔･米(19金ジこ､迂る〕

硫黄噴出の最初の頃は濃赤禍色の熔融硫黄が徐々に流

れ出し次第にその量が増加して最盛1時には濁流活々の

状態に放る.それが滝をだしてカムイワッカ本流に落

ち込み河水と混り蒸気が立ちこめる.その時間は1

時間程度続くことが多く1回に噴出する量は数千トン

と算定されている.噴出が終わると急激にさめはじめ

茶褐色から飴色の淡褐色どたり数1時間後には全表面が

黄色の結晶硫黄になるという.これが10月末まで続き

カムイワッカ川河口は海にまで流れ込んで打ち上げられ

た硫黄の砂礫によって全面黄色になったとのことであ

る.た昔このように多量の純硫黄が噴出したのかの問

題は世界にも例が知られていないのでよほど特殊の地

質条件を考えざるをえない.渡辺･下斗米(現石川)

はこの機構について第

8図のような地下構造

を推定して2種の液

の下での沸とう点以下

の熱湯が供給される.

満たすためには4～5

昧五瀬と離藏揖�
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によって普通の間けつ泉の機構と同様に硫黄が大噴出

した後に熱湯と水蒸気の大噴出と間けつ的噴出がつづく.

熔融硫黄の温度は130.C前後と推察されこの温度では

流動性は大きいがそれ自身の蒸気圧は大きくたいので自

噴する力がなく熱湯の蒸気圧のカを借りて噴出するわ

けである.一方大量の硫黄の供給源としては集塊岩

山に長年かかって鉱染された岩鉱が地下からの過熱水

蒸気によって熔解したのと水蒸気と共に上昇した多少の

H･SとSO｡からの硫黄との2種があるだろうと推定し

ている.

明治以来自然硫黄の噴出することを信じつづけて鉱区

を持っていた人は一躍大金を手に入れたそうだ.

知床五湖は岩尾別の台地上にある.この台地は羅1三r

疵から流下した椅岩によって作られた熔岩台地の上に

さらに火山砕屑流が堆積し小規模の流れ11｣が散在する

ものである､知床五湖はこれら流れ山の間にあって

5万分の1地形図には第二湖が抜けている.五湖には

一周出来る遊歩遣が作られており第二湖にうつる羅臼

岳の姿はすばらしい.

半島一周遊覧船

遊覧船は宇登呂と羅臼の間で半島を一周するのと字

登呂を起点にして岬の突端へ往復するのとの2通りがあ

る･一般にオホｰツク海側の西海衆の方カミ景勝の変化

にとんでいる.

宇登呂港は背後に海抜約60mの段丘がせまり正面に

は孤立したオロンゴ岩が立っている.オロンゴ岩は普

通輝石安山岩から出来ており周囲は切り立った垂直の崖

になっているカミ上に登る遣があり展望出来るようにな

っているIさらにはなれて宇登呂岬も同じ岩からなっ

ておりもともとは一続きの岩脈であるといわれている｡

オロンゴ岩の登路左右の岩場はエゾオグノレマミヤマビ

ャクシン以下の高山植物の宝庫で植物に興味ある人に

は十分楽しめる所で牟る.

船が字登呂港を旧て2km行くといきなり断崖絶駿

に近ずく.この絶壁は途中のイワウベッ川でいったん

途切れはするが約8kmにわたっての景観でいかに

も知床らしさをみせてくれる.これは羅臼岳の熔堵流

が西麓に熔岩台地を作りそれが海蝕されて出来た断崖

であり紫蘇輝石普通輝石安1』1二号である.もっともこの

熔岩は羅臼岳のものでなくそれより北東の方に起源を

もつとの考えもある.それは熔岩台地の表面高度が北

東の知床五湖あたりで240m南西の遠音別で約100㎜で

あるとの理由である.断崖の高さははじめは5～60m

からところによっては200m近くにも達しほとんど

が1枚の厚い熔岩流であることを示している.断崖に

はウミウが群がっている.熔岩流の節理は上部では1垂

直の柱状節理がキく発達し中部では節理の発達がなく

て塊状を示し下部では水平の板状節理カミみられるのが

普通である.さらにこの下位には柱状節理がみられる

所もある.この熔岩台地の下には海樟段丘は伏在して

いるのだろうか熔岩流カミ急坂を流下したような状態の

節理がみえる所もある.さらには柱状節理の部分と塊

状の部分との境界から幾条かの滝が海中に流れ落ちてい

たり海蝕による洞穴がいくつもみられたりしこの連

続する絶壁は知床にふさわしいものである.

第10図堵麗別海瀞その王

第1王鰯祭麗郷海津その2�
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第1獺拷兇別絨1そ洲鰍1縦州1帖とか11滴が続1れ落衣ている

この間に晃,背後にそびえている羅臼岳や硫黄1⊥1は刻々

とその姿や形を変えてイダシュベツ川の小扇状地を

過ぎるとやがてカムイワッカの滝と硫黄1五1が正面にみえ

るようになる.昭和1ユ年の自然硫黄噴出によって海

も山も黄色にたったのはここだった.このあたりの海

抜200～300mの中腹には道路が走っていて時には谷の

上にかかる立派た橋もみえそれからの眺望もさぞやと

察しられる.これは岩尾別から次のルシヤ川口までつ

いている有料林道である.

ルシヤ川の川口付近は低平た地形が続き造林や伐材

の事業所がいくつかみられ木材の集積もある･知床

半島の脊梁には羅臼岳硫黄山知床岳のように1,500

m前後の山が並んでいるがこのノレシャ川の上流から反

対側のコフカリコタンヘ越える分水嶺は海抜280mにす

ぎたい｡I<れでコフカリコタン個1ピある川もルサ川と

第1脳搬琶別海律その毫背後は硫鉤11

呼ばれ背の交通路だったとのことである｡ルシヤ川

の上中流には硬質頁岩層が分布し二枚貝化石を多く産

する.

これからさらに北へ進むと再び海津はきり立ってくる.

そこでみられるのは段丘堆積物と新第三紀層との不整合

現象であリさらにそれを覆う知床岳の熔岩流である｡

下位の新第三紀層はテッパンベツ集塊岩層と呼ばれ.お

そらく鮮新世の地層である.'おもに集塊岩からたるが

砂岩や泥岩をはさんでわずかに傾斜したきれいな層理

を有している.この上に水平な段丘堆積物がのってお

り教科書的た不整合現象が船から望見出来る･段丘

堆積物は海抜100m前後で安山岩の礫がよくみえる.

これは海中に堆積した新第三紀層(テッパンベツ集塊岩

層)が摺曲隆起した後さらに今一度海蝕によって水平

に削られて礫層が堆積しそして

海抜高度まで高まったのに前後し

第1綱カムイワジカヴ)滝

駿叢凶

全体が海蝕された地史を示してい一

る.あるいは先程みた岩尾別の

断崖がさらに海蝕されて内部が霧

ゴ)れるとこρようになるかも知

れたい.ポトピラベツ川口から

は知床岳が正面にみえオケチウ､

シ川から北では義経岩弁慶:岩

だどと北海道らしい名前の岩があ

りいずれも新第三紀の地層であ

る.観音岩は白色の凝灰岩から'

出来ている.

やがて海津が人リ組んでいるわ

りにその背後が低い段丘からな�
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り浜にも番屋が点在するやや開けた所がつづく.

段丘は海抜20～30mを示し海岸は新錦三紀の火山

角礫岩カミ連続して露われ;岩脈がところこどろにみ

られる.知床岬の先端は意外に明るい所である.

より商い海抜80mの段丘があって無人燈台はその上

に立ちさらに低い段丘がその下に払っている.突

端の海中には海面から頭を出した海坊主のようだ風

船岩がつき出ているが岬往復の遊覧船はなかなか

そこまで行ってくれない.

知床半島は多少開けたとはいえその自然は今で

もきびしい.漁場の番屋が点々として海岸にある

だけで冬期は流氷に閉ざされわずかた番人を残

すだけで交通はまったく途絶する.しかしこのよ

うな岬の突端にも2,000年以上も前から人間が住ん

でいたというのは驚きであ

る.それは突端の20m段

丘上の考古学調査で確認さ

れた話である.出土した

土器の80%は約1,000年前

がより古い前兆式や後北

式の土器もみられる.さ

らに石器や鉄鍋の破片など

も出土し藁も見出された.

彼等が季節的に移り住んで

いたのかあるいは定住し

ていたのかはまだ分からな

いが大古の人の生命力を

感じさせる話である.

搬棚殺い歓鰭鈎を憂う鶏1殊綜約熔磐

†勉鰯

ポトビラペツ川rlから知床仔を蜷む'

第17図

観音椚�
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綬箏∬管細

事芦1:灘
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一÷“また光線を反

射する有様

皿A:細胞液

1■.一一

B:葉緑体

C:細胞質
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』一(1{1川陵･…構圃

廠衣文献5によ

Cる)

第18図鋤床岬先端

東海岸は西海岸にくらべて一般に景勝に乏しい.こ

れは波浪の破壊力の差であろうか.岬突端の少し手前

からほるか東の海上に国後島が横たわっている.途

中でとぎれて2つの島にみ走るカミ国後島は延長ほぼ

工00塗皿の大き恋島である.

赤岩から南にはふたたび断崖がつづき新第三紀層が

南落ちから次第に北蒲ちに変わって向斜構造を示すのカミ

みられる､断崖の下には狭い海浜カミあって点々と番

屋芽みられる.ペキンの岩は岩脈でありここからモ

イレウシ川口までは岩脈が多い.観音岩から南では知

床届の熔岩が海葎まで迫って崖を作り柱状節理がみら

れる､カモイウンベ川の南までは歩道もあり羅臼か

らの自動車道路の工事が盛んに行法われている.セセ

キには海岸に温泉があって現在は何の設備もないがは

たして今の状態があと何年続くだろうか.羅臼に近く

なってノ･ンコイの立岩は海上からみると複雑な節理を示

している.柱状節理が直立横臥傾斜といろいろの

方向に発達してこの岩脈の冷却機構の複雑さを物語る.

羅目のヒカリゴケと間けつ泉

羅臼はすぐ後にまで山が迫っている小さな街であリ

観光地というよりは漁業の基地である.新鮮な海産物

が旅をなぐさめてくれる所である.街のすぐ後に羅臼

岳がそびえ今にも登れそうにみえる所でもある.

羅臼市街のすぐ北にある海津洞くつに天然記念物のヒ

カリゴケカミある.ヒカリゴケはヒカリゴケ科の蘇類の

1種で洞穴などの光の不充分た冷凍の土地に生える.

アルプス地方からは早くから知られており貝本でも長

野県だと本州中部から北海道にかけてみられるがこの

羅臼のヒカリゴケは規模も大きくて貴重たものとされて

いる.光る原理については胞子が発芽すると一列の

細胞からなる糸状態とたりこの内部に黄緑色の葉緑体

が含まれる.細胞液は光線を集める凸レンズに相当し

葉緑体は反射鏡の役目をする､外部からくる入射光線

にほぼ平行に光を反射するので外からみると黄緑色に

みえるとされている(田川隆および華園康次文献5

'による).

羅臼温泉は羅臼市街から約3,5km奥にあって羅臼

岳の登I⊥1口にあたる.羅臼例からの横断道路も工事中

である.温泉は北北西方向に延長1,300m幅250mに

わたり30以上の泉源が配列しPH6.2から9.5のアルカ

リ食塩泉である.近くの湯の沢には間けつ泉が2本

10m間隔で隣り合っているが両方とも天然のものでなく

昭和38年に15皿ほどボｰリングした結果噴出したもので

ある･そのうち北側のものが優勢で約1時間40分間

隔で約2分間の噴湯を行ないその高さは約10mである.

一方の南側のは11分間隔で噴湯するがその継続時間4～

5秒である.はじめはこちらも高さ10m程度だったが

第2⑰図羅簿の間1ウつ嫌�
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昭和45年には高さほ2mとに低下している.

羅臼岳の周辺には硫黄や褐鉄鉱の鉱床カミ多くあって

知床半島全体としては245万tの鉱量が確認されている.

各火山の裾野には熔岩流動面の台地がところどころにあ

りその上には湿地帯と湖沼がある.すでにみた知床

五湖はその代表だった.しかしよリ人の近寄れない所

にもそのような湖があって知酉別川上流の羅臼湖はそ

の最大のものである.羅臼湖は海抜約700mの所に

あって南北1,200m東西700mの沼でありこの付近

にはさらに直径50～150mの小沼がある.地形図にも

名前がたい無名の沼で大正の頃から報告されていた沼

とは大きさも数も違っている.今まで名前のついてた

かったのも変化カミ多かった故だろう.羅臼湖までは現

在わずかに道路が通じている外にたんの設備もたい.

知床には特有の動物も多いので注意してみる必要があ

る.流氷に乗ってやってくるアザラシは特別のもので

あるがトドは5月から6月にかけて相当の灘をだして

現われるという.ヒグマキツネもすこぶる多くあ

ちこちに痕跡がみられる.たかでも注意してみるもの

にオオワシとオジロワシがある.オジロワシは北海道

の開発以前には北海道金城にまで分布していたが今で

は知床半島で蕃殖するほかは根室北見の一部に限られ

る珍しいものであり特別天然記念物にすべしとの声が

あるほどである.

(筆者らは地質部および北海道支所)
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